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あらまし 2007 年春、 大学新入生を対象に実施した 「情報診断評価テスト J で、
「情報の科学的な理解Jが不足していることがわかった。 本研究では、 米国の情報
教育で提唱されている FIT の概念に基づいた「f青報の科学的な理解J を深める情報
科の授業を設計した。 さらに、 その設計に基づいて、 情報処理の過程である 「入力
処理 ・ 出力Jの考え方を養い、 日常生活に適用するための授業を実践した。 その実践
の方法および結果について考察する。























電子教材の開発をテー 7 にしたものが多い。 金
田らは 2006年、情報の科学的理解を目標として、
コンピュ ータのしくみなどの単元の学習教材を
開発した （功。 また、香山は 2006 年、 飛行船制御
の教育プログラムを開発し、 r t青報の科学的理
解」の促進・定着をめざした帥。




Fluent with Information Technology）仰を提








2. 1 FIT と「情報の科学的な理解」
米国の情報教育が目指している FIT は、 情報
技術（IT）に堀能である（Fluent）ことを意味
している。 「FIT である人」は、 生涯、 IT を仕
事や日常生活に有効に活用していくことができ
















ラフィックス、 ア トーワ クー パッケ」引丈府間
5.コンピュ ータのネットワ ーク接続
6.インターネットを糊した情報や資拐訓練






































































































容のうち、 「4. 情報のデジタル表現J では、 ア
ナログ情報が入力されて （入力）、 サンプリン
グ・ コー ド化を通してデジタルに変換され （処
理）、 デジタ／レ情報となる（出力）過程を情報処
理のプロセスの概念であると書える。また、 「l.










けることが必要である。 情報の コ ー ド化によっ































































ここで 、 i ）→ii ）の過程が図2における
「A：日常生活からの類推J である。 また、ii )
の専門的内容の事例から情報の科学的な理解
の概念（情報の処理プロセスの概念）を把握
することが、 図 2 における「B：抽象化J であ









例）北九州→ l 、 八幡西区→2 など
品）その郵便番号の順に名簿をソー トさせて昇
順に並ぶことを経験させる
iii ）名簿の並び順をランダムにし 、 その後、 元
のように並び替えるにはどうしたらよいの









V ）身の回りにあるコ ー ド化されているものの
例を思いつくだけあげさせ、 記述させる
vi ）身の回りのもので、 コー ド化の工夫をする
と便利になると考えられるものについて考
えさせ 、 記述させる
ここで、 i ）→ii ）の過程が、 図2における













































































V ）におけて、身の回りのコ ー ド化にはどの
ようなものがあるか考えさせ記述させた結果
（一部）を図3に示す 。
ノくー コ ー ド、暗号、 八位i生が白転阜の後ろに
つけるプレ ート、CDのトラック番号、国番号、
G コ ー ド、 受験醤号、背醤号、機幣の暗証番
号、 ファイノレのサイズ（A4とか）、商品番号
腿13 身の回りのコ ー ド化
岡3はとらえl査しによる結果である。さらに、




表3 コ ー ド化すると便利になるもの
生 コ ー ド化する
理由
徒 もの
A コ ー ド化すれば、敬語と
一般の言い方を区別し




































つJをコ ー ド化することで、 敬語と一般のあ
いさつを区別しなくてよくなるという反面、
コ ミュニケ ー ションがとりにくくなるという
-160-
考察をした生徒もいた。
これらのことは、 自立的な思考 ω である、
固定的な見かに束縛されることなく対象のみ；質
を見抜く創造的な思考形態をしているといえるD
4.3 アンケ ー トからの考察
授業実施の前後で、 以下の聞いについて選択
































































会公演論文集 pp. 135-138 (2007)
















(5)\ational Research Council (1999），
“Being 
Fluent with Information Technology" , 
\ational Academy Press 
(6）岡本敏夫， 生田孝至， 近藤勲， 近藤喜美夫，
西之国晴夫， 永野和男， 矢野米雄（2002）， 「イ
ンタ ー ネット時代の教育情報工学1 ニュ ー パ
ラダイム編J， 森北出版株式会社
-161-
